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本
年
四
月
一
日
に
学
校
法
人
の
理
事
長
交
代
が
あ

り
、
本
学
卒
業
生
が
新
た
な
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
学
校
法
人
と
同
窓
会
の
き
ず
な
が

強
固
な
も
の
に
な
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
挨
拶
文

を
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
毎
日
の
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー
ス
で
す
が
、
未
だ
収
束
す
る
気
配
が
見
え

ま
せ
ん
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
が
常
態
化
さ
れ
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
今
年
度
も
五
月
二
十
一
日
に
リ
モ
ー
ト
で

同
窓
会
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
新
理
事

長
と
学
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
役
員
会
に
も
同
席

頂
き
ま
し
た
。

創
立
八
十
周
年
は
設
立
認
可
を
受
け
た
年
か
ら
起

算
す
る
と
の
こ
と
で
、
本
年
十
二
月
が
八
十
周
年
で
、

併
せ
て
附
属
高
校
は
創
立
六
十
周
年
と
な
る
そ
う
で

す
。
記
念
祝
賀
会
は
時
節
柄
本
年
開
催
は
見
送
り
、

今
後
記
念
講
演
や
他
の
行
事
を
検
討
す
る
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
窓
会
と
し
て

も
大
学
の
行
事
に
併
せ
、
全
国
の
同
窓
生
に
呼
び
掛

け
、
同
窓
会
総
会
の
開
催
な
ど
検
討
い
た
し
ま
す
。

高
大
一
貫
教
育
を
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
二

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
コ
ー
ス
が
あ
る

と
の
理
由
で
入
学
者
数
が
増
え
た
よ
う
で
す
。
人
口

減
少
す
る
中
で
生
徒
数
の
増
加
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
附
属
高
校
か
ら
長
崎
総
合
科
学
大
学
へ

の
進
学
者
が
増
え
れ
ば
学
校
法
人
の
経
営
も
安
定
す

る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
更
な
る
高
校
生
、
大
学

生
募
集
に
繋
が
る
よ
う
同
窓
会
と
し
て
も
協
力
と
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
会
長　

御　

所　

健　

剛

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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報　

告　

事　

項

協
議
事
項
で
の
決
定

令
和
四
年
度
事
業
計
画（
案
）

令
和
４
年

　

５
月
９
日
㈪　

監　

査　

11
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
事
務
室
に
て

　

５
月
14
日
㈯　

幹
事
会　

11
時
か
ら

　

５
月
21
日
㈯　

役
員
会　

13
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

令
和
三
年
度
事
業
報
告
、
決
算
に
つ
い
て

令
和
四
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て

役
員
改
選
に
つ
い
て

そ
の
他

　

６
月
20
日
㈪　
「
石
だ
た
み
」
98
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
稿
締
切

　

６
月
24
日
㈮　
　

〃　

初
校
正

　

６
月
29
日
㈬　
　

〃　

最
終
校
正

　

７
月
初
旬　
　
　

〃　

印　

刷

　

７
月
中
旬　
　
　

〃　

発
送
準
備

　

８
月
１
日
㈪　
　

〃　

発　

行

　

11
月
５
日
㈯　

幹
事
会　

11
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
造
大
祭
）

令
和
５
年

　

３
月
17
日
㈮　

卒
業
式　

10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

幹
事
会　

13
時
30
分
か
ら

　

４
月
初
旬　
　

令
和
５
年
度
入
学
式

令
和
四
年
度
役
員
会
報
告

①　

令
和
三
年
度
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告

　

安
田
事
務
局
長
よ
り
事
業
・
決
算
・
監

査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
報
告
の
通
り
承
認

②　

令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
原
案
通
り
承
認

③　

令
和
四
年
度
予
算
（
案
）

　
原
案
通
り
承
認

④　

役
員
改
選
（
案
）

　

蛭
川
監
事
に
代
わ
り
、
勢
田
氏
を
選
出

報
告
事
項

・
き
ず
な
奨
学
金
の
活
用
に
つ
い
て

・
八
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

・
メ
モ
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
整
備
費
寄
付
金
に

つ
い
て

一
、
日　

時

令
和
四
年
五
月
二
十
一
日
㈯

十
三
時
か
ら
開
催

二
、
場　

所

同
窓
会
事
務
局
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
為
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

三
、
出
席
者

役
員　

四
名
、
他
一
名
（
事
務
員
）

リ
モ
ー
ト
参
加　

役
員　

八
名

四
、
議
事
経
過

　

大
学
よ
り
田
頭
理
事
長
・
池
上
学
長
に

ご
出
席
頂
き
、
大
学
の
現
状
と
挨
拶
の
後
、

会
長
挨
拶
が
あ
り
、
御
所
会
長
が
議
長
に

安
田
事
務
局
長
を
指
名
し
、
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

五
、
議　

事

①　

第
一
号
：
令
和
三
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
に
つ
い
て

②　

第
二
号
：
令
和
四
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

③　

第
三
号
：
令
和
四
年
度
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

④　

第
四
号
：
役
員
改
選（
案
）に
つ
い
て

六
、
そ
の
他

　

報
告
事
項

　

こ
れ
ま
で
に
令
和
十
年
度
の
耐
震
改
修
化

率
一
〇
〇
％
を
目
標
と
し
て
、
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
建
築
学
コ
ー
ス
が

入
っ
て
い
る
七
号
館
は
耐
震
改
修
が
で
き

ず
、
早
い
時
期
の
建
替
え
が
必
要
と
の
結
果

が
出
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
第
一
段
階
と

し
て
、
正
門
近
く
の
五
号
館
を
解
体
し
て
、

二
、〇
〇
〇
㎡
以
下
の
規
模
で
（
仮
称
）
新

七
号
館
と
し
て
建
設
す
る
た
め
の
実
施
設
計

が
現
在
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
着

工
予
定
で
、
令
和
六
年
二
月
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
七
号
館
は
令
和
六
年

度
に
解
体
予
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
新

七
号
館
の
完
成
に
合
わ
せ
、
落
成
式
や
内
覧

会
を
兼
ね
た
同
窓
会
総
会
を
開
催
で
き
な
い

か
な
ど
も
今
後
大
学
側
と
も
協
議
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の

近
況
報
告
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学
校
法
人
　
長
崎
総
合
科
学
大
学

　
　
理
事
長
　
　

田
　
頭
　
愼
　
一

理
事
長
就
任
挨
拶
と
抱
負

今
年
四
月
一
日
付
で
、
図
ら
ず
も
本

学
八
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
立
石

前
理
事
長
の
後
を
受
け
、
新
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
長
崎
造

船
大
学
を
卒
業
し
て
五
十
年
ぶ
り
に
縁

あ
っ
て
古
巣
の
本
学
の
理
事
長
と
し
て

帰
っ
て
き
て
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
と

言
っ
た
所
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
伝

統
あ
る
本
学
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
責

任
の
重
さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

私
が
在
学
中
の
当
時
と
比
べ
る
と
校

舎
も
増
え
、
な
ん
と
い
っ
て
も
当
時
は

女
子
学
生
が
全
体
で
二
、
三
人
し
か
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
女
子
学
生

も
随
分
と
増
え
、
雰
囲
気
も
和
や
か
な

感
じ
と
な
り
、
大
学
の
様
子
も
随
分
と

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
本
館

前
の
急
な
階
段
や
本
館
や
本
館
前
の
石

畳
の
広
場
は
当
時
の
ま
ま
で
船
舶
の
勉

強
の
館
の
五
号
館
も
懐
か
し
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
本
学
を
卒
業
し
て
以
来
、
造

船
一
筋
に
務
め
て
来
て
、
モ
ノ
作
り
は

人
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
企
業
内
で

の
人
材
教
育
や
商
工
会
議
所
で
の
若
者

人
材
育
成
に
も
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

ま
い
っ
た
次
第
で
、
今
回
本
学
の
理
事

長
と
し
て
教
育
に
携
わ
れ
る
事
は
、
あ

る
意
味
で
、
人
生
最
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
本
望
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。本

学
は
、
長
崎
県
内
で
唯
一
の
私
立

の
理
工
系
大
学
で
あ
り
、
以
前
か
ら
日

本
各
地
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
留
学
生

も
学
ん
で
い
ま
す
。
一
貫
し
て
「
実
学

実
践
」
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、
日

本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
屋
台
骨
を
支
え
る

技
術
者
を
育
て
る
と
と
も
に
、
先
進
的

な
科
学
技
術
の
研
究
開
発
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
一
般
の
科
学
雑
誌
の
「
ニ
ュ
ー

ト
ン
」
五
月
号
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
特

集
の
理
工
系
研
究
力
部
門
で
は
全
国
の

私
立
大
学
で
八
位
、
物
理
学
の
研
究
力

部
門
で
は
名
門
の
早
稲
田
大
学
に
次
い

で
全
国
で
二
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

て
、
地
方
に
あ
る
小
さ
な
大
学
な
が
ら

先
進
的
な
科
学
技
術
の
研
究
開
発
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
先

生
方
が
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
あ
り

ま
す
。大
学
と
し
て
は
小
規
模
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
一
人
一

人
に
行
き
届
い
た
学
習
指
導
が
で
き
る

様
に
考
え
て
、 

学
生
の
皆
さ
ん
を
大
切

に
育
ん
で
い
く
努
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
多

く
の
大
学
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
っ

て
い
る
中
、
わ
が
大
学
は
、
い
ろ
い
ろ

と
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
本
来
の
あ
る

べ
き
姿
で
あ
る
対
面
で
の
授
業
を
中
心

に
、
授
業
を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
附
属
高
校
と
の

高
大
一
貫
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
き
て

い
ま
す
。

本
学
は
小
規
模
な
が
ら
こ
の
様
に
ユ

ニ
ー
ク
な
大
学
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近

年
の
少
子
化
の
あ
お
り
も
受
け
入
学
者

数
の
減
少
で
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
営

者
と
し
て
の
手
腕
や
人
脈
を
駆
使
し
て

大
学
の
再
建
と
未
来
に
向
け
て
の
改
革

を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
先
ず
は
学
び
舎
の
あ
る
べ
き

姿
と
し
て
の
、
社
会
に
開
か
れ
た
風
通

し
の
良
い
自
由
で
明
る
い
磁
場
を
作
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
も
っ
と
発
信
力
を
強
化
し
て
、
ユ

ニ
ー
ク
な
理
工
系
の
高
大
一
貫
教
育
の

本
校
の
認
知
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
、
校

舎
の
老
朽
化
も
目
立
ち
、
耐
震
化
の
為

の
大
規
模
な
補
修
や
建
て
替
え
も
存
続

の
た
め
に
は
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

私
の
人
生
を
築
い
て
く
れ
た
こ
の
学

び
舎
へ
の
恩
返
し
も
あ
り
、
本
学
の
再

興
の
た
め
に
全
身
全
霊
を
さ
さ
げ
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
四
年
六
月
一
日　
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各
地
区
の

同
窓
会
だ
よ
り

　

連
絡
先

東
北
・
北
海
道
地
区

　
　

地
区
長　

運
上
賢
逸
（
Ｓ
57
船
卒
）

〒
〇
八
八

−

一
一
二
八

北
海
道
厚
岸
郡
厚
岸
町
港
町
四

−

一
〇
九

自
宅
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
五
三

−

五
二

−

六
七
一
四

会
社
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
五
三

−

五
二

−

六
一
六
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

uskunjo@
gm

ail.com

関
東
地
区
同
窓
会

関
西
地
区
同
窓
会

　

連
絡
先

関
東
地
区

　
　

地
区
長　

西
山
睆
庸
（
Ｓ
47
船
卒
）

〒
二
二
六

−

〇
〇
一
六

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
霧
が
丘
四

−

二
〇

−

二
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net

　

携
帯　

〇
八
〇

−

五
三
三
九

−

二
〇
八
〇

　

連
絡
先

関
西
地
区

　
　

地
区
長　

南　

正
義
（
Ｓ
35
機
卒
）

〒
五
八
〇

−

〇
〇
四
三

大
阪
府
松
原
市
阿
保
四

−

一
一

−

一
二

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
二

−

三
三
五

−

三
〇
五
一

　

携
帯　

〇
九
〇

−

一
四
八
七

−

四
九
八
八

中
国
地
区
同
窓
会

中
部
地
区
同
窓
会

　

コ
ロ
ナ
次
第
で
す
が
今
年
は
二
〇
一
九
年

六
月
十
五
日
以
来
、
三
年
ぶ
り
に
中
国
地
区

同
窓
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
予
定
人
数　

五
十
～
七
十
名

（
地
区
長
佐
川
様
は
外
国
勤
務
の
た
め
、
副

地
区
長
小
田
様
が
地
区
長
を
代
行
さ
れ
て
い

ま
す
。）

　

十
名
前
後
で
十
月
頃
、
懇
親
会
及
び
決
算

報
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
の
場
合
、
書
面
に
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

連
絡
先

中
国
地
区

　
　

地
区
長　

佐
川
伸
生
（
Ｓ
56
船
卒
）

〒
七
二
〇

−

〇
八
三
二

広
島
県
福
山
市
水
呑
町
四
八
二
三
番
地
二
〇
一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
四

−

九
五
六

−

二
六
二
六

　

携
帯　

〇
九
〇

−

三
七
四
七

−

〇
三
一
六

　
　

副
地
区
長　

小
田
弘
毅（
Ｈ
14
院
流
卒
）

〒
七
二
一

−

〇
九
七
五

広
島
県
福
山
市
西
深
津
町
六
丁
目
二

−

七

　

携
帯　

〇
九
〇

−

七
一
四
二

−

九
九
六
八

常
石
造
船
株
式
会
社

〒
七
二
〇

−

〇
三
一
三

広
島
県
福
山
市
沼
隈
町
常
石
一
〇
八
三
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
四

−

九
八
七

−

一
三
五
〇

東
北
・
北
海
道
地
区
同
窓
会

今
年
は
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
巷
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
少
し
落
ち
着

い
て
き
そ
う
な
気
配
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
三
月
頃
ま
で
に
は
久
々
に
創
立
八
十

周
年
を
祝
し
、
関
東
地
区
同
窓
会
（
長
崎
会

と
称
し
）
並
び
に
そ
の
準
備
の
た
め
の
定
例

会
を
開
催
す
べ
く
現
在
準
備
検
討
中
で
す
。

そ
の
詳
細
連
絡
に
つ
い
て
は
、
関
東
地
区

回
覧
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
と
、
本
部
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
又
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を

利
用
し
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
の
で
、
更

な
る
関
東
地
区
同
窓
会
情
報
に
も
ご
注
視
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
、『
同
窓
会
の
役
割
並
び
に
目
的

と
は
同
窓
生
の
親
睦
・
情
報
交
換
、
大
学
の

教
育
・
研
究
活
動
の
推
進
を
支
援
・
援
助
を

し
、
同
窓
生
の
絆
を
強
く
す
る
』
を
示
し
、

こ
れ
か
ら
は
地
区
同
窓
会
（
長
崎
会
）
運
営

の
刷
新
を
更
に
図
り
、
本
部
同
窓
会
（
並
び

に
学
校
も
含
む
）
と
も
ご
相
談
し
な
が
ら
、

そ
し
て
、
次
世
代
同
窓
生
に
担
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
同
窓
会
に
し
て
行
か
ね
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

過
去
約
四
十
年
余
り
続
い
て
き
た
関
東
地

区
同
窓
会
開
催
も
今
や
開
催
困
窮
状
態
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
最
少
二
名
の
参
加

者
又
は
同
窓
生
が
い
な
く
な
る
ま
で
は
縮
小

し
て
で
も
続
け
て
行
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
是
非
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
同
窓
会
（
通
称
長
崎
会
）
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
並
び
に
ご
意
見
は

連
絡
先
：
西
山
メ
ア
ド
：

　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net　

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
国
地
区
同
窓
会

　

毎
年
十
一
月
頃
有
志
に
て
懇
親
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ

陽
性
者
が
減
ら
な
い
状
態
で
は
懇
親
会
の
計

画
す
ら
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
夏
頃
の
状
況
を

見
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
に
一
度

の
懇
親
会
は
そ
の
都
度
会
費
を
徴
収
し
て
お

り
ま
す
。

　

連
絡
先

中
部
地
区

　
　

地
区
長　

藤
本
正
洋
（
Ｓ
35
船
卒
）

〒
四
二
四

−

〇
九
一
三

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
迎
山
町
一
六

−

二
一

　
　
　
　
　

〇
五
四

−

三
三
五

−

三
七
一
八

　

携
帯　

〇
九
〇

−

三
九
三
三

−

四
九
三
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

同
窓
会
・
懇
親
会
の
開
催
計
画
な
し
。
中

部
地
区
内
の
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
は
高
齢
の
た
め
、集
ま
り
が
難
し
い
。

十
一
月
頃
に
少
人
数
で
の
開
催
を
計
画
し
た

い
。

地
区
長
就
任
の
ご
挨
拶

地区長

田窪　秀道
（Ｓ56管卒）

　

令
和
四
年
度
よ
り
四
国
地
区
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
管
理
56
年
卒
の
田
窪
秀
道
で
す
。

　

四
国
地
区
同
窓
会
参
加
者
は
毎
年
減
少
傾
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就
任
の
ご
挨
拶
、
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
一
昨
年
の
六
月
か
ら
、
前
任
の
辰
野

博
文
先
輩
の
後
任
と
し
て
地
区
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
、
昭
和
56
年
建
築
学
科
卒
（
片
寄

ゼ
ミ
）
の
屋
慶
名
勉
（
63
歳
）
で
す
。
沖
縄

県
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
集
う
こ
と
は
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、私
の
役
目
は
、

長
崎
の
網
場
で
過
ご
し
た
同
窓
生
が
、
沖
縄

県
に
多
数
在
住
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
繋
が

り
の
架
け
橋
と
な
り
、
大
学
を
支
え
る
礎
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

南
か
ら
風
を
届
け
ま
し
ょ
う
。
是
非
、
是

非
、
ご
一
報
（
〇
九
〇−

一
九
四
一−

六
七

二
三
）
下
さ
い
。

　

連
絡
先

福
岡
地
区

　
　

地
区
長　

本
多
敏
夫
（
Ｓ
44
船
卒
）

〒
八
一
四

−

〇
一
七
四

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
田
隈
三

−

三
一

−

八

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
二

−
八
六
一

−

三
二
一
六

　

携
帯　

〇
九
〇

−
九
六
〇
二

−

六
二
五
八

　
　

支
部
長　

鶴　

博
行
（
Ｓ
45
建
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

八
四
〇
一

−

八
一
二
七

　
　

副
支
部
長　

柳
原
正
俊
（
Ｓ
49
機
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

三
六
〇
三

−

二
〇
〇
六

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
二

−

七
三
一

−

〇
〇
一
〇

　
　

幹　

事　

森
友
雄
二
（
Ｓ
53
管
卒
）

　

携
帯　

〇
九
〇

−

八
四
一
八

−

〇
七
三
九

　

連
絡
先

四
国
地
区

　
　

地
区
長　

田
窪
秀
道
（
Ｓ
56
管
卒
）

〒
七
九
二−

〇
八
九
三

愛
媛
県
新
居
浜
市
多
喜
浜
四
丁
目
七

－

二
〇

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
九
七−

四
六−
二
八
二
八

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
九
七−

四
五−
一
七
二
四

　

携
帯　

〇
九
〇

−

二
八
九
八

−

六
九
八
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
九
七−

四
六−

二
七
八
一

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

tfactory@
dokidoki.ne.JP

　
　
　
　
　

tfactory1958@
icloud.com

　

連
絡
先

中
九
州
地
区
（
佐
賀
・
熊
本
）

　
　

地
区
長　

村
上
健
夫
（
Ｓ
46
建
卒
）

〒
八
四
八−

〇
〇
四
三

佐
賀
県
伊
万
里
市
瀬
戸
町
一
二
五
六

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
五
五−

二
三−

二
八
三
〇

　
　

幹　

事　

安
田　

修
（
Ｈ
８
流
体
工
学
卒
）

名
村
造
船
所
品
質
保
証
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
五
五−

二
七−

一
一
二
三

　

携
帯　

〇
九
〇−

五
九
二
〇−

四
九
四
〇

　

連
絡
先

南
九
州
地
区
（
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
）

　
　

地
区
長　

野
元
達
美
（
Ｓ
47
船
卒
）

　

連
絡
先

沖
縄
地
区

　
　

地
区
長　

屋
慶
名
勉
（
Ｓ
56
建
卒
）

〒
九
〇
〇−

〇
〇
一
一

　

連
絡
先

長
崎
地
区

　
　

地
区
長　

山
口
潤
次
郎
（
Ｈ
２
電
卒
）

〒
八
五
〇

−

〇
〇
六
六

長
崎
県
長
崎
市
大
浜
町
一
六
〇
五

－

一

マ
リ
ナ
シ
テ
ィ　

Ａ

−

一
一
一
三

　

携
帯　

〇
九
〇

−

一
八
七
五

−

六
七
五
五

南
九
州
地
区
同
窓
会

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
個
々
の
同

窓
生
の
方
と
は
同
窓
会
の
開
催
を
議
論
し
て

お
り
ま
す
が
、具
体
的
に
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

で
き
れ
ば
早
い
時
期
に
開
催
に
向
け
動
き
出

す
予
定
で
す
。

　

仕
事
の
関
係
で
、
国
交
省
の
「
海
の
仕
事

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
」
一
環
で
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
際
に
船
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ

て
い
る
か
を
質
問
し
ま
す
が
残
念
な
が
ら
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
私
は
各
団
体
で
の
挨
拶

な
ど
で
「
子
供
さ
ん
に
、
お
孫
さ
ん
に
船
の

お
も
ち
ゃ
や
図
鑑
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

他
の
学
科
の
方
も
含
め
同
窓
生
の
皆
さ
ん

も
是
非
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
九
州
地
区
同
窓
会

福
岡
地
区
同
窓
会

沖
縄
地
区
同
窓
会

長
崎
地
区
同
窓
会

　

状
況
を
見
な
が
ら
長
崎
地
区
内
の
支
部
長

会
議
・
懇
親
会
を
計
画
す
る
予
定
。
次
回
の

長
崎
地
区
同
窓
会
の
開
催
に
向
け
、
長
崎
地

区
の
各
支
部
体
制
の
確
認
と
組
織
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

地区長

屋慶名　勉
（Ｓ56建卒）

向
で
毎
年
十
名
程
度
で
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
各
地
区
の
卒
業
生
の
お
知

恵
を
お
借
り
し
、
現
状
よ
り
少
し
で
も
増
や

し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
み
て
十
一

月
頃
開
催
予
定
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
み
て
武
雄
に
て
同
窓
会

を
十
一
月
開
催
計
画
予
定
。

参
加
予
定
人
数　

二
十
五
名
ほ
ど

　

こ
の
度
、
諸
先
輩
の
ご
推
薦
に
よ
り
同
窓

会
監
事
の
お
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
平

成
12
年
電
気
学
科
卒
業
の
勢
田
博
貴
と
申
し

ま
す
。

　

以
前
も
大
学
同
窓
会
で
一
度
監
事
を
務
め

た
り
、
長
い
間
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
改
め
て
大
学
同
窓
会
の
監

事
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
同
士
や
大
学
、
卒
業
生
を
繋
ぎ
よ
り

　

一
層
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ
う
、
役
員
の

皆
様
の
も
と
で
監
事
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

地
区
長
就
任
の
ご
挨
拶

〒
八
九
一−

〇
一
四
五

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
錦
江
台
一−

三
〇−

一
六

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　

nom
otan@

a07.itscom
.net

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
九−

二
六
一−

二
二
六
一

　

携
帯　

〇
九
〇−

一
一
六
七−

六
六
二
七

沖
縄
県
那
覇
市
上
之
屋
三
七
四

−

三

ミ
オ
カ
ス
テ
ー
ロ
泊
六
〇
七

　

携
帯　

〇
九
〇−

一
九
四
一−

六
七
二
三

監　

事　

勢　

田　

博　

貴

（
Ｈ
12
電
卒
）

同
窓
会
監
事
就
任
の
ご
挨
拶
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旭
日
双
光
章
受
章

令
和
四
年
春

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

⑺

増
　
井
　
健
　
一
　
氏
　

（
Ｓ
48
船
舶
卒
）

株
式
会
社
　

増
井
造
船
所
　

社
長

　

先
代
で
あ
っ
た
父
の
早
世
に
よ
り
二
十

三
歳
で
現
職
に
つ
い
て
五
十
年
が
間
近
と

な
り
ま
し
た
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年

六
月
に
創
業
し
た
弊
社
は
今
年
で
一
〇
五

周
年
と
な
り
ま
す
。
お
取
引
先
や
業
界
関

係
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
従
業
員

を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
に
至
れ
ま
し
た
。

　

皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　

気
配
り
を
忘
れ
ず
何
事
に
も
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
自
身
の
向
上
を
図
れ
る
仕
事
に
出
会

え
、管
鮑
の
交
わ
り
と
も
い
え
る
良
き
友
・

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
ご
縁
に
恵
ま
れ
、

信
頼
を
積
み
重
ね
、
親
交
深
い
お
つ
き
あ

い
を
紡
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
ま
で
健
康
に
日
々
を
過
ご
せ
て

い
る
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

叙
勲
を
励
み
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
と

な
る
べ
く
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

よ
り
一
層
奮
励
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ず
御
指
導
御
鞭
撻
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
下
様（
Ｓ
48
卒
）よ
り
ご
紹
介
頂
き
、

（
増
井
様
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。）

追
伸
：
平
成
二
十
八
年
に
は
黄
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
て
お
り
、
広
報
南
あ
わ
じ
「
ま

ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス
」（
平
成
二
十
八
年

六
月
号
）へ
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ユ
シ
ロ
化
学
工
業
社
長
】

有
　
坂
　
昌
　
規
　
氏

機
械
工
学
科　

Ｓ
63
年
卒

（
情
報
制
御
工
学
コ
ー
ス
）

　
　

二
〇
二
二
年
一
月
一
日

　
　
　
　

社
長
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
十
二
月
十
七
日

愛
媛
県
の
新
聞
に
掲
載

【
西
部
電
機
社
長
】

税
　
所
　
幸
　
一
　
氏

機
械
工
学
科　

Ｓ
55
年
卒

　
　

二
〇
二
一
年
七
月
一
日

　
　
　
　

社
長
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
五
月
二
十
一
日

西
日
本
新
聞
掲
載

長
崎
総
合
科
学
大
学
Ｏ
Ｂ
が
社
長
に
就
任
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附属高校サッカー部
全国大会出場へ支援金贈呈

学
　
長
　
池
　
上
　
国
　
広

　

長
崎
造
船
大
学
を
卒
業
し
て
五
十
有
余

年
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
優
に
七
十
歳

を
超
え
る
前
期
高
齢
者
の
仲
間
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
事
は

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
江　

勝
彦
様（
造
Ｓ
38
卒
）Ｒ
２
・
11
・
26
逝
去

清
水　
　

徹
様（
造
Ｓ
41
卒
）Ｈ
22
・
９
・
４
逝
去

福
田　

良
秀
様（
造
Ｓ
27
卒
）Ｒ
２
・
12
・
22
逝
去

平
山　

正
治
様（
建
Ｓ
44
卒
）Ｒ
３
・
２
・
11
逝
去

松
本　

三
郎
様（
機
Ｓ
22
卒
）　　
　
　
　

逝
去

大
木　
　

薫
様（
造
Ｓ
25
卒
）Ｈ
30
・
１
・
25
逝
去

三
村　

哲
哉
様（
機
Ｓ
41
卒
）Ｈ
26
・
１
・
３
逝
去

北
堀　

哲
光
様（
機
Ｓ
51
卒
）Ｒ
３
・
12　　

逝
去

前
野
真
一
郎
様（
船
Ｓ
50
卒
）Ｒ
４
・
３
・
２
逝
去

乃
美　
　

平
様（
造
Ｓ
26
卒
）Ｒ
３
・
11　　

逝
去

運
天　

政
雄
様（
機
Ｓ
25
卒
）Ｒ
１
・
９
・
27
逝
去

辰
野　

博
文
様（
建
Ｓ
49
卒
）Ｒ
３
・
12
・
22
逝
去

【
同
窓
会
の
ご
案
内
】

造
大
昭
和
45
年
46
年
47
年
頃

　
　
　
　
　卒
業
生
に
向
け
て

本
学
園
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
大
学
の
創
立

八
十
周
年
、
附
属
高
校
の
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
皆
様
方
が
築
い
た
伝
統

と
そ
の
後
の
厚
い
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
学
園
は
創
立
以
来
、
県
内
唯
一
の
私
立

の
理
工
系
大
学
と
し
て
地
域
の
期
待
と
社
会

の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
建
学
の
精
神
「
自

律
自
彊
・
実
学
実
践
・
創
意
創
新
・
宇
内
和

親
」
に
沿
っ
て
教
育
環
境
を
整
備
し
、
優
秀

な
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
時
代
を
先
取
り
し
た
改

革
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
変
革
は
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
見
れ
ば
、
大
学
で
は

二
〇
一
四
年
に
導
入
し
た
二
学
部
八
コ
ー
ス

制
で
あ
り
、
附
属
高
校
で
は
二
〇
二
一
年
度

に
導
入
し
た
普
通
科
課
程
の
四
コ
ー
ス
制
の

導
入
で
す
。大
学
の
八
コ
ー
ス
制
の
導
入
は
、

「
今
後
は
多
様
で
横
断
的
な
能
力
を
有
し
た

技
術
人
材
が
求
め
ら
れ
る
」
と
の
判
断
で
お

こ
な
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
専
門
的
に
学
ぶ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
導
入
し
ま
し
た
。
附
属
高
校
の
四

コ
ー
ス
制
の
導
入
は
、「
今
後
は
高
度
な
技

術
人
材
が
必
要
に
な
る
」
と
の
判
断
か
ら
、

大
学
ま
で
の
七
年
間
一
貫
教
育
を
意
図
し
て

導
入
し
ま
し
た
。
実
際
、
四
コ
ー
ス
制
導
入

直
後
か
ら
、入
学
者
増
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
は
今
後
も
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
の
度
、
学
校
法
人
長
崎
総
合
科
学
大
学

創
立
八
十
周
年
、
附
属
高
等
学
校
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
「
未
来

創
造
寄
付
金
」
へ
の
ご
寄
付
を
賜
り
、
情
報

機
器
の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
充
実

な
ど
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
記
念
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
学

の
歩
み
を
顧
み
、
新
た
な
飛
躍
を
期
し
て
将

来
へ
の
礎
を
築
く
大
き
な
岐
路
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
各
位
の
ご
理
解
が
是
非
必
要

で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
私
た
ち
の
切
な
る
願
い
を
お
汲
み

取
り
い
た
だ
き
、
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
生
の
喜
び
で
あ
り
、
そ
の
感
謝
の
証
と
し

て
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
四
日
㈭
同
窓
会

を
東
京
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
に
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次

の
連
絡
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
厳
密
な
卒
業
年
度
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
連
絡
先

笠
嶋　
　

昇
（
昭
和
46
年
卒
業
）

〒
二
〇
六

−

〇
〇
二
五　

東
京
都
多
摩
市
永
山
三

－

四

－

一

－

四
〇
六

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
二

－

三
七
三

－

二
五
九
六

　

携
帯　

〇
九
〇

－

二
二
〇
五

－

三
四
一
四

安
田　

光
晴
（
昭
和
46
年
卒
業
）

　

携
帯　

〇
九
〇

－

五
二
八
七

－

五
四
二
七

表　
　

正
和
（
昭
和
46
年
卒
業
）

　

携
帯　

〇
九
〇

－

五
四
六
二

－

一
六
一
二

山
本　
　

洋
（
昭
和
46
年
卒
業
）

　

携
帯　

〇
九
〇

－

一
七
三
八

－

二
四
一
四

大
学
創
立
八
十
周
年

附
属
高
校
創
立
六
十
周
年

　

運
天
政
雄
様
、
辰
野
博
文
様
、
両
氏
に

お
か
れ
ま
し
て
は
永
年
沖
縄
地
区
長
と
し

て
同
窓
会
活
動
に
貢
献
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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長崎で働く 系人材
を募集中

〇今、長崎県では大手を中心と
するＩＴ系企業の立地が相次
いでおり、県内で最先端の
仕事ができる環境が整いつつ
あります。

〇仕事の質を落とさないＵターン
が可能となってきたのです！
この機会に、これまで培われた
経験やスキルを、ぜひ、長崎で
活かす働き方を検討されてみて
はいかがでしょうか？

大手企業の研究・開発拠点
が続々と長崎に進出中！

【お問合せ先】
公益財団法人長崎県産業振興財団
企業誘致推進本部採用支援グループ
担当：田中、三浦

：
：

：

～ 最近、長崎県内に進出したＩＴ系
企業の一例 ～

◆富士フイルムソフトウエア株式会社 長崎事業所
◆京セラコミュニケーションシステム株式会社
長崎

◆株式会社ニーズウェル 長崎開発センター
◆株式会社デンソーウェーブ
長崎ソリューション 開発センター

◆株式会社セイノー情報サービス 長崎ラボ
◆株式会社ゼンリン 長崎 ＆ ブランチ
◆アークレイ長崎開発センター株式会社
◆ ニアショアシステムズ株式会社
長崎開発センター

◆日清紡マイクロデバイス株式会社
長崎テクニカルセンター

長崎総合科学大学
同窓生の皆様！
長崎が今、変わり
つつあります！

こちらのページに長崎県の
誘致企業をまとめておりま
すのでご覧ください！→
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◇問合せ・資料請求先　　長崎総合科学大学　入試広報課
　　　　　　　　　　　　　〒851−0193　長崎市網場町536　　　　0120−801−253

令和５年度学生募集について、同窓生皆様のご協力を宜しくお願いいたします。

令和５年度
学生募集
要　　項

　平成２６年度より長崎総合科学大学は、学部・学科を改組し２学部２学科８コースで
新しくスタートし令和５年度10年目を迎えます。会員皆様のご支援ご協力を得て母校
の認知度を高め、一人でも多くの学生誘致に繋げていきたいと思っています。
　入試日程は、下記の通りとなっています。
　お子さまを始め、お知り合いの受験生の皆様に、母校への受験をお勧めください。
　なお、同窓会会員のお子さまが入学された場合には、入学年次の前期授業料の一部２０
万円が免除されます。お問い合わせ・資料請求等については、入試広報課へお願いします。
　今後とも学生募集に当たりましては、会員皆様のご協力をお願い申し上げます。

　　　制度

項目　　　

学校推薦型選抜 総合型選抜 一 般 選 抜
一般推薦選抜、専門学科・総合学科選抜

総合選抜
一　般　選　抜 大学入学共通テスト利用選抜

Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期 Ⅰ　　期 Ⅱ　　期 Ⅲ　　期前期 後期
募
集
定
員

工 学 部 ５０名 ２０名 ４０名 ３０名

総合情報学部 ３０名 １０名 ２５名 １５名

出 願 期 間
　（必　着）　

11/１ ㈫
↓

11/11 ㈮

12/１ ㈭
↓

12/７ ㈬

①９/１ ㈭
〜10/７ ㈮
②10/11 ㈫
〜11/11 ㈮
③11/14 ㈪
〜12/７ ㈬

④１/９ ㈪
〜１/31 ㈫
⑤２/１ ㈬
〜３/３ ㈮
⑥３/６ ㈪
〜３/16 ㈭

１/９ ㈪
↓

１/27 ㈮

２/13 ㈪
↓

３/７ ㈫

３/13 ㈪
↓

３/22 ㈬

１/９ ㈪
↓

２/３ ㈮

２/13 ㈪
↓

３/10 ㈮

３/13 ㈪
↓

３/24 ㈮

試　験　日 11/20 ㈰ 12/11 ㈰
①10/14 ㈮
②11/20 ㈰
③12/11 ㈰

④２/５ ㈰
⑤３/11 ㈯
⑥３/24 ㈮

２/４ ㈯
２/５ ㈰ ３/11 ㈯ ３/24 ㈮ − − −

合格発表日 12/１ ㈭ 12/19 ㈪
①11/１ ㈫
②12/１ ㈭
③12/19 ㈪

④２/13 ㈪
⑤３/17 ㈮
⑥３/28 ㈫

２/13 ㈪ ３/17 ㈮ ３/28 ㈫ ２/13 ㈪ ３/17 ㈮ ３/28 ㈫

手
続
期
限

入 学 金 12/16 ㈮ １/13 ㈮ １/13 ㈮
３/30 ㈭

３/１ ㈬
３/30 ㈭ ３/30 ㈭

３/１ ㈬
３/30 ㈭ ３/30 ㈭

前期分授業料等 １/31 ㈫ １/31 ㈫ １/31 ㈫ ３/14 ㈫ ３/14 ㈫

入

試

科

目

等

工 学 部

工学科

総合情報学部

総合情報学科

プレゼンテーション	 （100点）

面　接（個別）	 （100点）

調査書	 （100点）

計　300点　

プレゼンテーション
（100点）

面　接（個別）	（100点）

調査書	 （100点）

計　300点　

２科目 数学及び面接 ４科目又は３科目
１時間目	 （100点）
　国語（国語総合（近代以降の
　　　　文章））
　理科（物理、化学、生物）
　外国語（コミュニケーション英語Ⅰ
　　　　　＋コミュニケーション英語Ⅱ）
２時間目　数学	 （100点）

計　200点　
注１）
・数学を必須とする。
・数Ａの範囲は“場合の数と確率”
・数Ｂの範囲は“数列”、“ベクトル”
注２）
・物理の範囲は「物理基礎」と
「物理」。ただし「物理」の中
の「原子」は除く。
・化学の範囲は「化学基礎」と
「化学」の全領域
・生物の範囲は「生物基礎」と
「生物」の全領域
注３）
・国語、理科及び外国語は同時
限のため、いずれか１科目の
選択とする。

１時間目　数学
	 （100点）
２時間目
面接（個別）

	 （100点）
計　200点　

注１）
・数Ａの範囲は
“場合の数と
確率”
・数Ｂの範囲は
“数列”、“ベ
クトル”

注２）
面接は20分程
度の個別面接
とする。

１．国語（近代以降の文章）
２．地理歴史・公民
（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、
地理Ｂ、現代社会、倫理、政治・経済、
「倫理、政治・経済」）

３．数学①（数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ）
４．数学②
（数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ、情報関係基礎）

５．理科②（物理、化学、生物、地学）
６．外国語（英、独、仏、中、韓）
　　［英語はリスニングを含む］

※理科①（物理基礎、化学基礎、生物基礎、
　地学基礎）を除く。

工学部・工学科
数学は「数Ⅰ＋数Ⅱ＋数Ａ＋
数Ｂ」とする。
他の１科目は国語、物理、化学、
生物、外国語から選択する。

工学部・工学科
数学は「数Ⅰ
＋数Ⅱ＋数Ａ
＋数Ｂ」とす
る。

工学部・工学科
４科目とし、数学①及び数学②を必須科
目とする。（各100点）
他の２科目は国語、地理歴史・公民、理
科②、外国語の高得点のものとする。
（各科目200点に換算）

計　600点

総合情報学部・総合情報学科
数学は「数Ⅰ＋数Ａ」とする。
他の１科目は国語、物理、化学、
生物、外国語から選択する。

総合情報学部・
総合情報学科
数学は「数Ⅰ
＋数Ａ」とす
る。

総合情報学部・総合情報学科
３科目とし、数学①または数学②を必須
科目とする。
他の２科目は国語、地理歴史・公民、理
科②、外国語の高得点のものとする。
（各科目200点に換算）

計　600点

試　験　場

本学、佐世保、五島、
那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、
福岡、松山、広島、
大阪、東京　　　　

本学、
福岡 本学

本学、佐世保、五島、
那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、
福岡、松山、広島、
大阪、東京

本学、鹿児
島、福岡、
広島、大阪、
東京

本学 − − −

検　定　料 ３０，０００円 ３０，０００円 ２８，０００円 １３，０００円
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